
コロナ禍でで顕在化した人権問題 人権課題にはにはさまざまなものがありますがあります

主な相談窓口

人権全般 
▶みんなの人権１１０（東京法務局）
　㈪～㈮午前８時30分～午後５時15分

 ☎０５７０（００３）１１０
▶ インターネット人権相談受付窓口（法務省）
　 右の二次元コードから受け付けています
ほhttps://www.jinken.go.jp/
▶東京都人権プラザ一般相談（東京都）
　㈪～㈮午前９時30分～午後５時30分

 ☎（６７２２）０１２４・（６７２２）０１２５

1 女性の人権を守ろう
2 子どもの人権を守ろう
3 高齢者の人権を守ろう
4 障がいを理由とする偏見や差別をなくそう
5 部落差別（同和問題）を解消しよう
6 アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう
7 外国人の人権を尊重しよう
8 感染症に関連する偏見や差別をなくそう
9  ハンセン病患者・元患者・その家族に対する
偏見や差別をなくそう

10  刑を終えて出所した人に対する偏見や差別を
なくそう

11 犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
12 インターネットによる人権侵害をなくそう
13  北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識
を深めよう

14 ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
15  性的指向および性自認（性同一性）を理由と
する偏見や差別をなくそう

16 人身取引をなくそう
17  東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

法務省が啓発を行っている人権課題

コロナ禍では、日々の生活に大きな変化を強いられ、不安やストレスを抱える方が増えています。
不安やストレスは、より弱い立場の人に向きやすく、差別や人権侵害の事例も報告されています。 それぞれの人権課題を正しく理解し、偏見と差別のない地域社会にしていきましょう。

● 新型コロナウイルス感染症が確認されて以降、感染した方や
その家族、感染症関連の業務に従事する方等に対する偏見や
差別が発生しています
● 法務省の人権相談窓口に寄せられた相談のうち、令和２年に
175件が人権侵犯事件（法務省が対策を講じた事案）として
認定され、プライバシー侵害等の事例が報告されています
● 感染症は、誰もがかかる可能性のある疾患です。恐れるべきは
人ではなく、ウイルスです。感染に対する不安な気持ちを、偏
見や差別ではなく、思いやりにつなげるようにしましょう

感染者や関連業務従事者に対する差別

● 手軽に利用できて便利なインターネットやＳＮＳですが、使
い方しだいで被害者にも加害者にもなることを理解し、正し
く利用しましょう

● インターネットやＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・
サービス）の利用が増加する中、個人情報の拡散や特定の個
人を中傷する書き込みが数多く報告され、令和２年の人権侵
犯事件は全国で1900件を超えています
● 東京都の調査※では、子どもが関係するトラブルの増加が報
告されており、子どもがインターネット上のやり取りをきっ
かけに誘拐等の犯罪に巻き込まれる事件も発生しています
※ 東京都都民安全推進本部「家庭における青少年のスマートフォン等
の利用等に関する調査報告書」（令和３年３月）

インターネットによる人権侵害

● 令和２年度に全国の児童相談所が児童虐待相談として対応し
た件数は20万件を超え、過去最多となりました
● 区では、令和２年７月から荒川区子ども家庭総合センターで
児童相談所業務を開始し、子どもを守る体制を強化していま
す。令和３年３月までにセンターに寄せられた児童虐待の相
談件数は、572件です
● 心身に大変深刻な影響を及ぼす虐待から子どもたちを守る大
きな手助けとなっているのは、近隣・知人等からの通告で
す。子どもや親からのサインを見逃さず、地域全体で見守
り、児童虐待を防止しましょう

児童虐待

● 外出自粛や福祉サービスの利用控え等により、認知症が悪化
したり、介護する方の生活不安やストレスによって、虐待相
談件数が増加しています。暴力だけでなく、世話をしなかっ
たり、高齢者等の資産を勝手に使ったりすること等も虐待で
す。また、社会的に孤立した状態は、犯罪や消費者トラブル
等につながりやすく、詐欺被害も増加しています
● 虐待や詐欺被害の疑いがあれば、相談窓口へ相談してください
● 成年後見制度の活用が必要な場合、費用助成等の制度もあり
ます。専用窓口に相談してください

高齢者・障がい者等の人権侵害

● 外出自粛の長期化等の影響を受け、令和２年度の全国の相談
件数は19万件を超え、前年度比で1.6倍に増加し、過去最高
となっています
● 区に対する相談件数も、令和２年度は前年度比で80件以上
増えて924件と高い水準になっています
● 多くは家庭内で起こるため、表面化しにくい実態があります
が、ＤＶは、被害者を肉体的にも精神的にも深く傷つけ、人
権を侵害する行為です。被害の深刻化を防ぐためにも、ひと
りで抱え込まず、まずは家族や友人、専門の相談窓口に相談
しましょう

配偶者等暴力（ＤＶ〈ドメスティック・バイオレンス〉）

▶ 違法・有害情報相談センター（総務省）
　 右の二次元コードから受け付けています
ほhttps://ihaho.jp/
▶ 誹

ひ

謗
ぼう

中傷ホットライン（一般社団法人セーファーインターネット
協会）
右の二次元コードから受け付けています
ほhttps://www.saferinternet.or.jp/bullying/

▶ こどものネット・スマホのトラブル相談窓口「こたエール」（東
京都）
 ㈪～㈯午後３時～９時 ☎０１２０（１７８）３０２
　右の二次元コードからも受け付けています
ほhttps://www.tokyohelpdesk.metro.tokyo.lg.jp/

インターネットによる人権侵害 

▶児童相談所虐待対応ダイヤル
　24時間・年中無休  ☎１

いち

８
は や

９
く

※ 虐待を受けていると思われる子どもがいた場合、すぐに児童相談所に通
告・相談できます

▶荒川区子ども家庭総合センター
　㈪～㈮午前８時30分～午後５時15分  ☎（３８０２）３７６５
▶あらかわキッズ・マザーズコール２４
　24時間・年中無休  ☎０１２０（５３６）８８３
※ 妊娠・出産・育児の悩みを、看護師等の専門スタッフに相談できます

児童虐待 

▶ＤＶ相談＋
プラス

（内閣府）
　24時間・年中無休  ☎０１２０（２７９）８８９
▶東京都女性相談センター（東京都）
　㈪～㈮午前９時～午後８時  ☎（５２６１）３１１０
▶こころと生き方・ＤＶなんでも相談（アクト21）
　 第１㈬午後５時～８時、第１㈮・第２㈬・第４㈬・㈮午前10時
～午後４時、第２㈮・第３㈬・㈮午後２時30分～８時、第２㈯
午前10時～午後３時（予約制）  ☎（３８０９）２８９０
▶荒川区配偶者暴力相談支援センター
　㈪～㈮午前８時30分～午後５時  ☎（３８０６）３０７５

プラス

配偶者等暴力 

▶障害者福祉課相談支援係（区役所１階）
　㈪～㈮午前８時30分～午後５時15分  ☎内線２６８５
▶荒川たんぽぽセンター
　㈪～㈮午前８時30分～午後５時15分

 ☎（３８９１）６８２４

障がい者 

▶ 成年後見センター・あんしんサポートあらかわ（荒川区社会福祉
協議会）
　㈪～㈮午前８時30分～午後５時15分

 ☎ （３８０２）３３９６

成年後見制度 

▶ＬＧＢＴ専門相談（アクト21）
　第４㈫午後２時～４時（予約制）

 ☎（３８０９）２８９０　※祝日の場合は、第３㈫
▶T

ト ー キ ョ ー

okyo ＬＧＢＴ相談専門電話相談（東京都）
　㈫・㈮午後６時～10時  ☎（３８１２）３７２７

性自認・性的指向 

▶同和問題に関する専門相談（東京都）
　㈫・㈮午前９時～正午、午後１時～５時

 ☎（６２４０）６０３５
▶総務企画課人権推進係（区役所４階）
　㈪～㈮午前８時30分～午後５時15分

 ☎内線２２７１

部落差別（同和問題） 

● 嫌がらせやいじめを意味するハラスメントは、職場や日常生活のさま
ざまな場面で問題となっています
● 例として、「セクシュアルハラスメント（不快な性的言動）」「パワー
ハラスメント（職場等での優位性を利用した嫌がらせ）」「マタニテ
ィハラスメント（妊娠・出産を理由とした嫌がらせ）」「カスタマー
ハラスメント（顧客等による悪質なクレーム）」「レイシャルハラス
メント（人種・民族等を理由とした暴言、嫌がらせ）」等があります

● 相手を不快にさせ、尊厳を傷つけるような言動は、人権侵害に当たる
という認識を持ち、相手の気持ちに配慮した言動を心がけましょう

ハラスメント

● 近年、インターネットを利用した差別が全国的に増加しており、区で
も発生しています。引き続き、正しい知識と現状認識で差別解消に向
けて取り組んでいきましょう

● 歴史的な過程で作られた身分制度や人々の意識に起因する差別であ
り、我が国固有の重大な問題です
● 「部落差別の解消の推進に関する法律」に基づく実態調査※では、現
在も、毎年2000件以上の差別事案に関する相談が関係機関に寄せら
れていることが明らかになっています
※法務省人権擁護局「部落差別の実態に係る調査結果報告書」（令和２年６月）

部落差別（同和問題）

12月10日～16日は北朝鮮人権侵害問題啓発週間です

● 1970年代から80年代にかけて、北朝鮮当局によって多くの日本人が
拉致され、区内にも拉致の可能性がある特定失踪者が存在します

● 重大な人権侵害である拉致問題の解決は、国民的な課題であると同時
に、国際社会全体で取り組むべき課題です。一人ひとりが関心と認識
を深めていきましょう

北朝鮮による拉致問題

【職場のハラスメント】
　▶足立総合労働相談コーナー（東京労働局）
　　㈪～㈮午前９時～午後５時
　　  ☎（６６８４）４５７３
　▶東京都ろうどう１１０番（東京都）
　　㈪～㈮午前９時～午後８時、㈯午前９時～午後５時
　　  ☎０５７０（００）６１１０
【外国人の人権】
　▶外国語人権相談ダイヤル（法務省）
　　㈪～㈮午前９時～午後５時
 　　  ☎０５７０（０９）０９１１
▶ 外国語インターネット人権相談受付窓口（法務省）
　　 右の二次元コードから受け付けています
　　ほ https://www.moj.go.jp/JINKEN/

jinken21.html#01
［対応言語］ 英語、中国語、韓国語、フィリピノ語、

ポルトガル語、ベトナム語、ネパール
語、 スペイン語、インドネシア語、タイ語

ハラスメント 

高齢者 
▶おとしよりなんでも相談（区役所２階高齢者福祉課内）
　㈪～㈮午前８時30分～午後５時15分  ☎内線２６７５
▶ 各地区の地域包括支援センター、高齢者みまもりステーション
※ 詳しくは荒川区ホームページで確認してください

主な相談窓口
※ 特段の記載がない限り、祝日の相談は休みとなります※ 特段の記載がない限り、祝日の相談は休みとなります

● 「法律上の性」と「心の性（性自認）」が一致していないことや、恋
愛・性愛の方向（性的指向）が同性や両性に向いていること等に対す
る偏見や差別に、悩み、苦しんでいる方がいます
● 性自認や性的指向は、自分の意思で変えたり、選んだりできるもので
はありません
● 適切な知識を持って当事者を理解し、偏見や差別の解消につなげてい
きましょう

性自認・性的指向

多様性について知ろう
映画「カランコエの花」上映会、トーク＆

アンド

シェアタイム

日 時
12月18日㈯午後２時～４時
（開場１時30分）

会 場 ゆいの森あらかわゆいの森ホール
定 員 30人（申込順）

講 師
アクト21ＬＧＢＴ専門相談員・
原ミナ汰氏、熟田桐子氏

申込み

電話・ファクス・荒川区ホームぺージ（右の二
次元コード）で、イベント名・住所・氏名・電
話番号を、荒川さつき会館
☎（３８０２）２０５０　ふ（３８０２）２９９８

映画「カランコエの花」

▶12月17日㈮～27日㈪ 
　ゆいの森あらかわ２階吹き抜け
▶令和４年１月４日㈫～14日㈮ 
　荒川さつき会館１階ロビー
▶令和４年１月17日㈪～31日㈪ 
　男女平等推進センター１階交流コーナー

ＬＧＢＴ写真展
ＬＧＢＴ理解促進の
ための写真展を開催
します。
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